
 

     

 

 

2012年ナショナルチーム選考大会 兼 世界選手権選考大会 
 

期 間： 平成２４年２月７日（火）～ ２月１２日（日）  

場 所： 神奈川県三浦郡葉山町 葉山港 (葉山港沖) 

主 催： (財)日本セーリング連盟 

後 援： 神奈川県セーリング連盟 

協 力：日本レーザークラス協会、藤沢市ヨット協会、㈱リビエラリゾート（五十音順）  

競技種目： レーザー級男子、レーザーラジアル級女子 

 

レース公示（NOTICE OF RACE） 

1.規則 

本レガッタには『セーリング競技規則(以下､RRS という)』に定義された規則を適用する｡ 

2.広告 

艇は､主催団体より選択され提供された広告を表示するよう要求されることがある。 

3.参加資格 

3.1  ２０１１年度(財)日本セーリング連盟（以下 JSAF という）会員登録済の者。  

3.2  ２０１１年度日本レーザークラス協会会員登録済の者。  

3.3  レーザー級 

(a) 2011 年度ナショナルチーム 

(b) 2011 年度全日本選手権 15 位以内 

(c) 2011 年度江の島オリンピックウィーク 10 位以内 

(d) 2012 年 ミッドウインターレガッタ 10 位以内 

(e) 日本レーザークラス協会強化委員会の参加承認を得た者 

3.4 レーザーラジアル級 

(a) 2011 年度ナショナルチーム 

(b) 2011 年度ラジアル女子全日本選手権大会 参加総数の 50％以上を収めた者  

(c) 2011 年度ラジアル全日本選手権 女子参加総数の 50％以上を収めた者 

(d) 2012 年 ミッドウインターレガッタ 女子参加総数の 50％以上を収めた者 

(e) 日本レーザークラス協会強化委員会の参加承認を得た者 

4.参加申込み 

参加資格のある艇は下記の手続きで参加申し込みをすることができる。 

（財）日本セーリング連盟ホームページのオリンピック特別委員会ホームページから参加申込書をダウ

ンロードし、下記宛 E‐Mailにて申し込みの事（E‐Mail以外は受付けない）。E‐Mailの申込みに対し

てはオリ特マネジメント委員会より受領の返信をいれる。送信に関する不受理等の支障は、申込者の責

任とする。 

＜参加申込E-Mail アドレス＞  mam-olytoku@jsaf.or.jp 

また送信の際、メールの題名、添付するファイルは以下の様に入力する事 

「2012年NT 選考レース申込書、クラス、氏名」 

例：2012年NT 選考レース申込書、レーザー級、零座太郎 

5．参加料 

必要な参加料は次の通りとする 

レーザー級・ラジアル級  16,000 円 

＜参加料送金先＞  三菱東京ＵＦＪ銀行 渋谷中央支店  

口座番号(普)1192461   財団法人 日本セーリング連盟 

＜参加申込締切日/振込締切日＞  2012年 2月 3 日(金) 



 

     

＊送金の際は、名前を明記すること 

 

6.日程  

6.1 レース日程 

  2 月 7 日(火) 

 

2 月 8 日 (水) 

 

 

 

2 月 9 日 (木) 

2 月 10 日 (金) 

2 月 11 日 (土) 

2 月 12 日 (日) 

 

13:00 

13:00 

8:00 

8:00 

11:00 

13:00 

 9:55 

9:55 

9:55 

9:55 

16:00 

受付.登録 （17:00 まで） 

計測 （17:00 まで） 

受付.登録 （10:00 まで） 

計測 （10:45 まで） 

開会式・艇長会議 

第 1レース スタート予告信号予定時刻 

その日の最初のレース スタート予告信号予定時刻 

その日の最初のレース スタート予告信号予定時刻 

その日の最初のレース スタート予告信号予定時刻 

その日の最初のレース スタート予告信号予定時刻 

閉会式 

6.2 レース数及びレースの成立 

本シリーズの最大レース数は、12レースとし、シリーズの成立には3レースを必要とする。 1日に実施

する最大レース数は、4レースとするが､各日の実施レース数はレース委員会の裁量によるものとする。 

レースを行う最終日には14:00より後のスタート予告信号を発しない。 

7.計測 

参加艇は、その艇の責任者によって当該クラス規則に従うように維持されなければならない。また全

ての参加艇は、計測を受けなければならない。 

8.帆走指示書 

大会本部にて受付時に交付される。 

9.レース・エリア 

神奈川県三浦郡葉山町 葉山港沖の E海面または D 海面に設置する。 

 

10. コース 

帆走すべきコースはトラペゾイド・コース、トライアングル・コース、ソーセージコースを予定し、詳

細コース図は帆走指示書に記載する。 

11. ペナルティー方式 

規則４２違反に対し付則Ｐを適用する。                                                                                                                                                                                                                                                

12. 得点方法 

12.1 ＲＲＳ付則Ａの低得点方式を適用する。 

12.2 艇のシリーズの得点は次の通りとする。これは付則Ａ２を変更している。 

（a） ５レース未満しか完了しなかった場合、艇のシリーズの得点は、レース得点の合計とする。 

（b) ５レースから９レース完了した場合、艇のシリーズの得点は最も悪いレースの得点を除外した得

点の合計とする。 

（c) １０レース以上完了した場合、艇のシリーズの得点は最も悪い得点及び次に最も悪い得点を除外し

た得点の合計とする。 

13. 支援艇 



 

     

13.1  支援艇はレスキューボートとみなされ、以下の条件を満たす場合のみ使用を許可する。 

13.2 (a)常時はサポートボートとして航行範囲の制限を守り、レース委員会からレスキューボートとしての

要請があれば、いつでもこれに応じること。この要請があった場合のみ制限範囲内への進入を認める。 

(b)支援艇は、ヨットモーターボート保険（対人対物賠償責任保険及び搭乗者傷害保険）に加入していること。 

14. 無線通信 

緊急の場合を除き、レース中の艇は、無線通信も、すべての艇が利用できない無線通信の受信もして

はならない。この制限は携帯電話にも適用する。 

15. 賞 

15.1 本大会の上位者から 2012 年度ナショナルチームメンバーを以下の通り決定する 

（a）レーザー級         3 艇 

（b）レーザーラジアル級  3 艇 

15.2 「2012 年レーザー全クラス世界選手権等代表選手選考方針」に基づき、各クラス上位者に 2012 年各

クラスワールドの参加資格を与える。 

16. 責任の否認   

このレガッタの競技者は自分自身の責任で参加する。規則４[レースすることの決定]参照。主催団体

は、レガッタの前後、期間中に生じた物理的損害または身体障害もしくは死亡によるいかなる責任も

負わない。 

17. 保険 

各参加者は、各自スポーツ安全保険等の傷害保険（賠償保険を含む）に加入済みであること。 

 

18. 追加情報 

18.1 ＜競技/レース公示に関する問い合わせ先＞ 

オリンピック特別委員会マネジメント委員会 mam-olytoku@jsaf.or.jp 

18.2 艇の搬入搬出手続きは各チームで行うこと。ハーバー使用料は各自負担とする。 

葉山港・・・ ㈱リビエラリゾート   tel：046-875-1504  http://www.riviera -r.jp/hayama/index.html 

18.3 昼食の斡旋は行わないので､各チームで準備下さい。 

18.4 宿舎の斡旋は行わないので､各チームで手配下さい。 

 
 


